



Effects of parental experiences on readiness-for-parenthood
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（m < 1.5:  read_c_2;  m ≒ 1.5:  read_e_5;  m ≒ 3.5:  read_a_9, 













































































ac_a_9 私は，まわりの人と親しい関係を維持しにくい。 .723 -.057
ac_b_1 私は，自分が他人と一緒にいて違和感を抱く。 .712 -.021
ac_a_6 私は，あらゆる状況において純粋に楽しむことがなかなかできない。 .618 .044
〔Ⅱ．過剰な自責感〕
ac_a_5 私は，厳しく自分を責めることがある。 .013 .648
ac_b_8 私は，混乱しやすい。 .067 .590
ac_b_9 私は，自ら引き起こしたトラブルを必死になって解決しようとする。 -.220 .525
ac_b_3 私は，自己嫌悪に陥りやすい。 .258 .478
［因子間相関］ .244
N = 320














テップワイズ法 ;  投入基準 p < .05，除去基準 p > .10）を
行った（変数間のピアソン相関値についてはAppendix 2）。
①分析 1 :  親との過去の経験 2得点およびアダルト・チル
親との接触経験が親準備性傾向の形成におよぼす影響
Table 1-b　親準備性傾向尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転〈k = 3〉）の結果－因子負荷量－
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．子どもへの関心〕
read_b_5 私は，子どもをあまり好きではない。 -.889 .042 .015 .052
read_b_9 私は，小さい子どもの相手が苦手である。 -.877 .004 .095 .083
read_g_5 私は，小さな子どもの世話をしたり，遊んだりするのは面倒である。 -.815 .041 .094 .037
read_a_4 私は，小さな子どもに関心がある。 .790 .011 .022 .141
read_a_3 私は，幼児の姿をつい目で追っていることがある。 .738 -.016 .191 .208
read_a_6 私は，子どもが遊んでいるのを見るのは面白いと感じる。 .706 -.002 .082 .085
read_c_6 私は，小学生の遊び相手になれそうである。 .695 -.011 -.089 -.077
read_b_4 私は，幼児の相手をうまくやれると思う。 .685 -.022 -.142 .043
read_a_1 私は，幼い子どもが泣いていると，何とかしたいと思う。 .661 .070 .058 .021
read_a_2 私は，遊んでいる子どもの歓声をうるさいと感じる。 -.647 -.001 .190 .142
read_f_3 私は，将来，子どもを扱う職業につきたいと思うことがある。 .645 .030 .027 .051
read_c_5 私は，赤ん坊の泣き声を聞くとイライラすることがある。 -.637 -.016 .227 .162
read_c_9 私は，保育所や幼稚園の前を通りかかると，中をのぞきたくなる。 .621 .023 .041 .216
read_a_8 私は，テレビに赤ちゃんが出てくると興味をもって見る。 .619 .011 .136 .235
read_b_7 私は，幼い子どもの瞳にひきつけられる。 .554 -.029 .126 .270
〔Ⅱ．モデルとしての親〕
read_e_7 私は，父親が育ててくれたように自分の子どもを育てたい。 -.024 .892 .034 .029
read_f_7 私は，自分の父親のようになりたい。 .046 .861 .037 -.100
read_f_4 私には，父親について良い思い出があまりない。 -.060 -.782 .011 .161
read_g_4 私は，父親が自分にしてくれたことをいろいろ思い出す。 -.026 .739 .060 -.012
read_f_5 私は，自分の母親のようになりたい。 -.002 .524 -.051 .240
read_d_7 私は，母親が育ててくれたように自分の子どもを育てたい。 -.048 .500 -.066 .299
read_e_8 私には，母親について良い思い出があまりない。 .020 -.411 .129 -.144
〔Ⅲ．将来の子育て不安〕
read_f_2 私は，将来，子育てに悪戦苦闘している自分の姿を想像する。 .102 .039 .750 -.068
read_d_1 私は，将来，泣く赤ちゃんを前にして，途方に暮れている自分を想像することがある。 .016 -.026 .749 -.005
read_b_6 私は，将来，子育てに疲れ果て，イライラしている自分を想像する。 -.154 -.035 .662 .014
read_d_4 私は，将来，子どもをうまく育てられるかどうか不安である。 .052 .012 .662 -.103
read_d_3 子育ては，親の自由な時間を減らす。 -.052 -.041 .475 -.044
〔Ⅳ．親役割への積極的期待〕
read_d_9 私は，将来，親になった時のことを想像することがある。 .069 .010 .000 .769
read_e_3 私は，将来，自分が育児を楽しんでいる自分の姿を想像することがある。 .180 .017 -.198 .657
read_b_1 私は，将来，子どもと遊んでいる自分の姿を想像する。 .292 .059 -.071 .608
［因子間相関］ Ⅰ **** .207 -.395 .474
Ⅱ **** -.114 .193
Ⅲ **** -.132
N = 320























適合度: χ2（43）= 374.384，p = .001
初期因子固有値 > 3.222; 初期説明率57.30％
Table 1-d  下位尺度の検討と下位尺度得点の検討
〈下位尺度の検討〉 〈下位尺度得点の検討〉
相関分析（a） 信頼性係数（b） 平均値 標準偏差 正規性検定（c） 尺度中性点との比較（d）
〔親準備性傾向（N = 320）〕
Ⅰ．子どもへの関心 .621～ .846 α = .945 2.98 a** 0.72 z = 2.281,  p = .001 t（319）= 12.09,  p = .001
Ⅱ．モデルとしての親 .503～ .774 α = .872 3.06 a 0.67 z = 1.956,  p = .001 t（319）= 15.00,  p = .001
Ⅲ．将来の子育て不安 .463～ .733 α = .809 2.56 b 0.65 z = 1.858,  p = .002 t（319）= 1.74,  ns.
Ⅳ．親役割への積極的期待 .711～ .758 α = .861 3.05 a 0.85 z = 1.499,  p = .022 t（319）= 11.55,  p = .001
［反復測定分散分析］ F（2.31/957）= 36.97*,  p = .001
〔アダルト・チルドレン傾向（N = 320）〕
Ⅰ．対人的不調和 .519～ .565 α = .722 2.03 0.72 z = 1.356,  p = .051  t（319）= -11.55,  p = .001
Ⅱ．過剰な自責感 .336～ .493 α = .647 2.93 0.61 z = 2.848,  p = .001 t（319）= 12.69,  p = .001
［対応のある t検定］ t（319）= -18.94,  p = .001
〔小学 5・ 6年頃の親子間出来事（N = 200）〕
Ⅰ．過去の肯定的経験 .572～ .693 α = .841 3.21 0.53 z = 1.149,  p = .142 t（199）= 18.94,  p = .001
Ⅱ．過去の否定的経験 .537～ .666 α = .829 3.15 0.68 z = 2.168,  p = .001 t（199）= 13.61,  p = .001






** 異なる英文字は有意に異なることを表す（p < .05，Bonferroni の方法）
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親との接触経験が親準備性傾向の形成におよぼす影響




対人的不調和 -.328 p = .001
過剰な自責感 .166 p = .016
R2 = .116 p = .001
従属変数: モデルとしての親 標準化偏回帰係数
過去の肯定的経験 .471 p = .001
対人的不調和 -.185 p = .002
過去の否定的経験 -.179 p = .003
R2 = .310 p = .001
従属変数: 将来の子育て不安 標準化偏回帰係数
対人的不調和 .346 p = .001
過去の否定的経験 .194 p = .003
R2 = .167 p = .001
従属変数: 親役割への積極的期待 標準化偏回帰係数
対人的不調和 -.307 p = .001




過去の肯定的経験 -.150 p = .034
R2 = .023
従属変数: 過剰な自責感 標準化偏回帰係数
過去の否定的経験 .169 p = .017
R2 = .028
N = 200
ステップワイズ法: 投入基準 p < .05; 除去基準 p > .10
Table 2  出来事の記述量（文字バイト数）と出来事評価との関係－ピアソン相関値－
［文字バイト数］
－肯定的出来事－ －否定的出来事－
父親 母親 父親 母親
まわりの人々との比較したときの楽しさ（嫌さ） .174 .093 .026 .150
p = .014 p = .034
自分の今までの経験と比較したときの楽しさ（嫌さ） .109 .090 .027 .074
出来事記憶の鮮明さ .175 .147 .231 .201
p = .013 p = .037 p = .001 p = .004
過去の肯定的経験 .158 .103 .066 .050
p = .025
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A B C D E F G H
A. 過去の肯定的経験 **** .058 -.150 .017 .058 .489 -.141 .095
p = .034 p = .001 p = .047
B. 過去の否定的経験 **** .075 .169 -.125 -.166 .220 -.076
p = .017 p = .019 p = .002
C. 対人的不調和 **** .176 -.298 -.269 .360 -.307
p = .013 p = .001 p = .001 p = .001 p = .001
D. 過剰な自責感 **** .108 -.027 .179 .009
p = .011
E. 子どもへの関心 **** .244 -.496 .626
p = .001 p = .001 p = .001
F. モデルとしての親 **** -.234 .263
p = .001 p = .001
G. 将来の子育て不安 **** -.405
p = .001
H. 親役割への積極的期待 ****
N = 200
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